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2024年３月期業績予想と実績の差異 

及び中期経営計画の見直しに関するお知らせ 
 

 

2023年５月 15日に開示した 2024年３月期の連結業績予想と本日公表の実績値に差異が生じましたの

で、下記のとおりお知らせいたします。また、2022年６月 22日に公表しました中期経営計画の連結数

値目標を下記のとおり修正することといたしましたので、合わせてお知らせいたします。 

 

 

１．2024年３月期 通期連結業績予想と実績の差異（2023年４月１日～2024年３月 31日） 

 売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主 

に帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 百万円 円 銭 

前 回 発 表 予 想 (Ａ) 8,081 650 663 452 32.14 

実 績 値 (Ｂ) 7,474 383 388 242 17.52 

増 減 額  (Ｂ－Ａ) △606 △266 △275 △210 △14.62 

増 減 率 (％) △7.5 △41.1 △41.5 △46.4 △45.5 

(参考 )前期連結実績 

( 2 0 2 3 年 ３ 月 期 ) 
7,257 329 326 723 51.38 

増減率（％、前期比） 3.0 16.4 19.0 △66.5 △65.9 

 

 

２．2024年３月期業績予想と実績の差異の理由 
2024 年３月期の連結業績は、2025 年３月期の目標である連結売上 100 億円、連結営業損益 10.5 億円

を実現すべく、昨年度から継続して売上を伸ばす為の先行費用、先行投資を積極的に行ってまいりまし

た。期中においてこれら先行投資の売上利益貢献も進みましたが当初計画レベルには至らず、また、下

記「４．中期経営計画の連結数値目標の修正理由」にて記載いたしました事業部門固有の前提条件の変

化等からも影響を受けました結果、営業利益、経常利益及び当期純利益が前回発表予想を下回りました。 

 なお、2024年３月期の売上高は、15期連続増収となり連結会計年度として過去最高を更新し、営業利

益及び経常利益は、前期比において 16.4％及び 19.0％増益、過去５年間で 2022 年３月期に次いで高い

水準となりました。 

  



３．中期経営計画の連結数値の修正 

 売上高 営業利益 当期純利益 

 百万円 百万円 百万円 

当 初 計 画 

（ 2 0 2 5 年３ 月期） 
10,000 1,050 700 

修 正 計 画 

（ 2 0 2 5 年３ 月期） 
8,313 501 296 

実 績 値  

（ 2 0 2 4 年３ 月期） 
7,474 383 242 

 

 

４．中期経営計画の連結数値目標の修正理由 
本日公表しました「2024年３月期決算短信〔日本基準〕（連結）」における通期連結業績を踏まえ、

中期経営計画を見直すことといたしました。2024 年３月期の通期連結業績について、急激な物価上昇や

円安進行等を背景とした個人消費意欲の減衰、厳しい経営環境が継続したことにより売上高は期初の想

定を下回る伸びとなりました。特に、以下の事業分野において期初に想定していなかった要因が発生い

たしました。 

・ University 事業系は、BBT大学経営学部において、若い世代を中心に４年間をかけて学位を取得

するニーズが低下し、短期集中型のスキル系プログラムにシフトした結果、入学者減となりまし

た。BBT大学大学院経営学研究科は、CEOに求められる経営を実践的に学ぶ MBAニーズは堅調なも

のの、コロナ後の消費分散の流れを受け大都市圏における 40代後半以上の男性の出願数が減少し

ました。 

・ 英語教育事業系は、教育のオンライン化の潮流と、買収した子ども向けオンライン英語事業を梃

子に、中期経営計画を策定しましたが、法人向けが堅調な一方、個人向けは消費意欲の減衰を背

景に、2024年３月期は前期比５％の成長にとどまりました。 

・ IT マネジメント事業系は、既存の ITサービスマネジメント領域の認定教育事業は堅調に成長し

た一方、アジャイルや DevOps、DX推進等の新興領域の売上はマーケティング施策が効果に結びつ

かなかったため、前期比約 10%の成長にとどまりました。 

 

これらの影響を勘案し、中期経営計画の戦略及び数値目標を修正いたしました。今後は変化に迅速か

つ柔軟に対応し、企業の持続的な成長と価値創造を実現するための戦略をさらに進めてまいります。 

 

 

 
※上記における目標数値は、本お知らせ作成時点において入手可能な情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいて作成

したものであり、リスクや不確定要素を含んでおります。実際の業績は、外部環境の変化等による様々な要因の変化により、記載

内容と異なる可能性がありますことをご承知おきください。 

 

以 上 

 


